
 

 

 

                                                             「安全で安心な活力ある共生社会」を目指して 

   ～四季の恵み・憩いの水辺 いきいき、のびのびさかえまち～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●極めて厳しい財政状況を踏まえ、必要な事業の選択につい

て、明確な根拠を持って説明責任を果たします。また、中長期

的に安定した行財政基盤を構築していくために、地域資源の有

効活用や行政活動の民間開放の推進など、より一層の効果及び

効率性を追求し、創意工夫と独自性をもって、地域の活性化施

策を実行していきます。 

●行政の活動効率を向上させるだけではなく、民間力《町民／

NPO／企業など》の発揮と人間力《技術／技能／ノウハウ／

知識など》の活用等、潜在的な地域力を発掘し、相乗効果によ

る公共サービスの水準向上につなげていきます。 

●心豊かな生活をおくるための基礎である「健康」について、

保健・医療というこれまでの枠に捉われない、日常的な生活・

環境・地域社会といった幅広い分野が連携・協力した、健康づ

くりへの新たな取組みを行います。 

経営の基本指針 

新しく町を「経営」していくために必要な経営方針として、今後4年間の基本
指針と、限られた資源の配分に対する価値基準を重点戦略として位置付けます. 基本方針 

 

 
行政経営の 

（災害に強いまちづくり） 

○防災体制の強化 

（民、公パートナーシップによるまちづくり） 

○環境の保護 
（資源循環型の環境づくり） 

○新たな公共づくり 

○産業・観光の活性化 
（地域の資源をいかしたまちづくり） 

（子どもたちの健全な成長を社会全体で見守る環境づくり）

○健康づくり 
（健康でいきいき・のびのび暮らせる地域社会の構築） 

○次世代の育成 

重点戦略

おわりに、貴重なご意見をいただきました町民の皆様及び関係各位に対して厚くお礼申し上げるととも
に、後期基本計画の実現に向けた更なるご支援をお願いいたします。 
 

平成１９年９月   栄町長 川﨑吉則  

今日の本町は、少子高齢化による人口減少や、かって経験したことのない危機的な財政状況など、社会
経済情勢の変化による経営資源の制約に直面しており、誰もが住み慣れた地域でいきいきと暮らし続けて
いける社会の構築に向けて大きな転換期を迎えています。このような状況の中、今回策定の計画は、栄町
基本構想に基づいたステップ１の後期計画であるのと同時に、行政・住民・コミュニティ組織・事業者な
どのさまざまな主体が、それぞれの立場で連携した「新しい公共」を担う分権型社会の形成を目指して策
定いたしました。また、「町民志向」・「成果志向」といった民間企業の経営理念を本格的に取り入れ、心
豊かな生活を送るための基礎である「健康」に重点を置き、従来型の仕事全てを横並びに記載した計画で
はなく、目的・成果・役割などを明確にした「使える」計画として本年３月に策定したものであります。
このダイジェスト版は、計画の内容を部分的に抜粋したもので、町の将来と今後の「経営」について、
より一層のご理解をお願いしたく今回作成したものでございます。 
今後は、この計画を行動指針として、平成２２年度の町の姿として位置付けた「安全で安心な活力ある
共生社会」の実現を目指し、町民の皆様との協働により、誰もが健康で希望と喜びをもって暮らすことの
できる、魅力ある栄町を築いてまいります。 

 

 
○計画策定にあたって 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展望・使命・成果 

資源配分 
2月～3月 

事業再編成
１０月 

行政評価 
6月 

事業実施 
4月～3月 

進行管理 
４半期 

Do 
（実行） 

Check 
（評価） 

●成果測定 
●目標水準の
達成度合いの
評価 
●比較分析 

Action 
（改善） 

●仕組み、体制
の見直し 

Plan 
（計画） 

●目標水準
の設定。 

●目標水準の実現
へ向けた活動 
●Check の結果
に基づく見直し及
び実行 

 
 
計画の運用 計画の推進段階においては、施策や事務事業については「行政評価」を利用して

1 年毎に測定・評価し、その結果に基づいて適切な改善（改革）活動を行うととも
に、資源配分や事業編成に効果的に反映させていきます。 

○少子高齢化の影響により、人口は減少傾向となっています。また、町税や地方交付税の経常的歳入の確保も難しくなってきてお

り、財政状況は非常に厳しい状態が続きます。 

○三位一体改革等、地方分権化が急速に進んでおり、地方自治体の責任範囲は拡大しています。 

○団塊世代の大量退職（いわゆる2007年問題）が控えています。 

○市町村合併の議論と合わせ、地域社会のあり方自体を議論していく必要があります。 

○行政主導型のまちづくりから、町民が主体となった地域協働・地域主導のまちづくりへの転換が必要です。 

町を取り巻く社会動向

 

現在の社会動向等を踏まえ、平成２２年度における町の姿を「安全で安心な活力ある共生
社会」とし、「町政の主役は町民」であることを基本に町を「経営」していきます。 

町の将来像 

 時代潮流と 

基本計画の関係 

 
総合計画と後期 

前期基本計画          

（平成14年度～18年度）    

Ｓｔｅｐ１ 

平成14年度 平成 18年度 ⇔ 平成 19年度 平成22年度 

後期基本計画 

（平成１９年度～２２年度） 

◆安全で安心な活力ある共生社会 

基本構想 
将来像：水と緑の田園観光都市 

◆きらめきのなかで笑いが 

こだまし未来をうるおすまち 

◆暮らしの中に発見・ドキっと感動のあるまち 

 
栄栄栄   町町町   

総総総合合合計計計画画画   

※今回策定した後期基本計画は、町の基本構想に掲げる将来像に向っての第１ステップ後半部分にな

ります。町の総合計画は、基本構想→基本計画→実行計画（１９年度内に作成）という構成となって

おり、まちづくりを進める総合的な指針となるものです。 

○住民（個人・家庭）・コミュニティ組織・ボランティア団体・NPOなどの民間団体・議会・行政等の様々な主体が、連携しなが

ら相互に地域の価値を高め、それぞれが満足度を高めていく姿を「地域経営」と位置付け、将来像の実現を目指します。 

○目標と使命を明確にした各組織が戦略的に各施策に取り組む姿を「行政経営」と位置付け、行政全体の使命である【町民にとっ

て「ベスト」な公共サービスの提供】を実現します。 

 

新しい町の経営像

 

 

 

 

 

 

発 行  千葉県印旛郡栄町 
編 集  栄町総務政策課 

〒270-1592 千葉県印旛郡栄町安食台１丁目２番地 
電話 0476-95-1111  FAX 0476-95-4274 
URL   http://www.town.sakae.chiba.jp/ 
E-mail  soumu@town.sakae.chiba.jp 



 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

行行政政だだけけででななくく、、地地域域全全体体ででままちちづづくくりりにに取取りり組組んんででおおりり、、町町民民
一一人人ひひととりりがが快快適適・・安安心心・・安安全全なな生生活活ををししてていいまますす。。  

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

活活力力ああるる住住民民活活動動がが性性別別やや年年齢齢をを問問わわずずいいたたるるととこころろでで展展開開さされれ、、ココミミュュニニテテ
ィィのの力力でで安安心心ししてて暮暮ららすすここととののででききるる地地域域ににななっってていいまますす。。成成果果をを重重視視ししたた行行
政政経経営営がが行行わわれれおおりり、、町町民民かからら信信頼頼さされれるる行行政政ととななっってていいまますす  

●後期基本計画では、町が目指す平成２２年度の目標値を

６分野に分類しています。それぞれの分野では、現状分析

から見出された課題の解決策を「施策」として設定し、「行

政の果たす役割」、「町民に期待する役割」を明確にして、

町民皆様の４年後の状態がイメージできるようになって

います。  

各各産産業業のの生生産産物物がが町町内内でで消消費費さされれ、、経経済済のの循循環環ササイイククルル

がが円円滑滑にに回回りり、、町町経経済済にに活活気気がが戻戻っっててききまますす。。  

子子どどももたたちちはは将将来来のの夢夢やや希希望望をを育育みみ、、心心豊豊かかででたたくくまましし
くく育育っってていいまますす。。町町民民はは学学習習ししたた成成果果ををままちちづづくくりりにに活活
かかししたた生生活活ををししてていいまますす。。  

 

地域協働
行政経営

 

 

生活基盤 

健康福祉 

産業観光 

教育文化
行政の果たす役割 
■地域に積極的に赴き、課題の収集、情報の発信、
パートナーの発掘に努めるとともに、協働事業を創
造しコーディネートする窓口の充実や、活動団体に
対する支援制度等の仕組みを構築するなど、協働に
よるまちづくりを推進します。  

町民に期待する役割 
●地域のコミュニティ活動やＮＰＯ活動によって、
環境、福祉、防災、まちづくりなど、地域の身近な
課題を解決するため、活動団体、企業、行政が良き
パートナーとして協働意識と信頼関係を築き、主体
的に地域づくりに参画、実践していくことを期待し
ます。  

行政の果たす役割
■町民が生きがいを持ち、健康で活力に満ちた生活を送
ることができるよう、時代と共に求められる生涯学習の
ニーズを的確に把握し、団体の育成や人材の発掘によ
り、町民との協働による事業展開を推進するための環境
づくりと調整を行う。 

町民に期待する役割
●生涯学習の真の主役は住民であることを自覚していた
だき、自ら積極的に活動の企画運営を行い、活動を通し
て得た知識や行動を活かして、まちづくりを担う人材と
して活躍するとともに、生きがいのある生活を営むこと
を期待します。 

生活環境 

主な施策と目標値
○生涯学習環境の充実 
 指標 ふれあいプラザ利用サークル数  
６５団体⇒70団体  1,093人⇒1,200人 

行政の果たす役割 
■町民が、防犯や交通安全に対する正しい知識を身に
つけ、適切な行動を実践できるように啓発・普及活動
を行うとともに、地域・関係団体・関係機関と強力な
連携体制をとって、それぞれの活動が総合的かつ効果
的に行われるよう支援します。 

町民に期待する役割 
●犯罪の発生や、交通事故を未然に防止するため、一
人ひとりが日常的に抑止意識を持ち続けることを期
待します。 

主な施策と目標値 
○交通安全対策の推進 
 指標：交通事故発生件数 ９５件⇒８５件 

町町民民一一人人ひひととりりがが、、自自ららのの健健康康づづくくりりをを生生涯涯
にに渡渡っってて取取りり組組みみ、、良良好好ななココミミュュニニテティィがが形形
成成さされれ、、豊豊かかなな生生活活をを送送っってていいまますす。。  

行政の果たす役割
■すべての町民に対して、治療や疾病の発症予
防、適切な生活習慣に関する正しい知識の普及啓
発を行います。また、地域活動の担い手の育成や
活動を通じた健康づくりの仕組みの構築など、個
人が主体的に健康づくりに取り組むための技術の
開発とそれを支援する環境の整備を行い、生涯を
通じた健康づくりを支援します。 

町民に期待する役割
●一人ひとりが、「健康とは単に病気や虚弱でな
いというだけではなく、身体的、精神的、社会的
に良好な状態である」ことを理解し、健康はつく
るという積極的視点に立って自ら健康を考え、保
健事業への積極的な参加や日常生活の中で主体
的・自主的に取り組むことが必要です。また、家
族や職場、地域社会との良好な関係をもち、グル
ープや地域活動等への積極的な参加を通じて、相
互に健康なまちづくりを支援していくことが望
まれます。 

主な施策と目標値 
○健康さかえ２１の推進 
 指標：生きがい、やりがいを感じるものがある人の割合
 54.3％⇒65.0％ 
  

行政の果たす役割
■「房総のむら」「岩屋古墳」といった特色ある歴史文
化資源を活用し、新しい観光地づくりを推進するととも
に、まちの魅力を広く発信します。 

町民に期待する役割
●観光客に町に良いイメージを持ってもらえるよう、町
全体で「おもてなし」の気持ちを持つことや、各種観光
関連団体の強化が望まれます。又、観光ボランティア等
への積極的な参加を期待します。 

主な施策と目標値
○観光の推進 
 指標：観光入込み客数 461,000人⇒500,000人 

主な施策と目標値 
○道路施設等の安全管理の充実 
 指標：町道等の予防・苦情件数 300件⇒200件 

町民に期待する役割 
●地域に根ざした住民活動の一環として、道路の落ち葉
清掃や公園の除草及び遊具等の管理について、自治会や
ボランティア団体等の積極的な参加を期待します。 
●地域社会で暮らすうえで、地域住民の意思で定めた住
環境の保全に関するルール（地区計画等）の再確認と相
互理解を期待します。 

行政の果たす役割 
■町民が安全で安心して生活するために、生活環境の最
低条件であるシビルミニマムを確保することに努めま
す。なお、効率的な道路・住宅環境の保持、整備を行う
には、従来の発想にとらわれない地域住民･各種団体との
協働によるまちづくりの仕組みの構築に力を入れます。 

4年後の 
イメージ 

4 年後の
イメージ

4 年後の
イメージ 

4 年後の
イメージ 

4 年後の
イメージ 

主な施策と目標値 
○新たなパートナーシップによるまちづくりの推進 
 指標：新たな協働事業の実施数⇒１０事業 
○住民活動の支援 
 指標：住民活動団体数⇒６０団体 

町町民民はは、、環環境境へへのの負負荷荷のの低低減減をを図図るる必必要要性性をを理理解解ししてて
いいまますす。。ここれれにによよりり、、豊豊かかなな自自然然環環境境やや快快適適なな生生活活環環
境境がが保保全全さされれてていいまますす。。  

4年後の
イメージ

！！！   このダイジェスト版は、本編から部分
的に抜粋したものです。本編では、分
野別の施策や目標値などについても
っと具体的な記載がされていますの
で、町ＨＰや役場４階の行政資料室を
ご利用下さい。 
なお、目標に掲げる指標は全て平成
22年度末をゴールとした数値です。 


